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　エイズワーキングでは、昨年度3月に看護部職員、
他部門のコメディカルスタッフを対象とした公開学習
会を実施しました。今回はその報告をさせていただ
きます。
　この学習会を企画した発端は、ワーキング定例会
にて血友病薬害被害者やHIV疾患のある患者さんが
血液内科以外で入院した際、対応について戸惑う看
護師が多かったという意見があったからでした。HIV
疾患は今や慢性疾患の位置付けとなっており、どの
病棟にもHIV疾患をもつ患者さんが入院する可能性
はあります。そこでHIV/AIDS患者、薬害被害者の
方と関わる上で知っておいて欲しい内容を検討し、学
習会を企画しました。
　藤井医師からは、HIV感染症の基礎・最新の治療、
薬害エイズ問題の歴史、患者背景、長期療養の時代
となったHIV疾患についてご講義いただきました。ま
た病棟看護師よりHIV/AIDS看護の基礎について、

エイズ医療対策室坂本看護師よりエイズ医療対策室
の紹介をさせていただきました。参加者は、
HIV/AIDS患者の担当経験がある看護師、MSW、
歯科衛生士の計15名。アンケートでは、『新しいエ
イズ治療の最新知識の獲得につながった』、『具体的
な退院指導について学びを深めることができた』、『対
策室との連携の方法を知ることが出来て良かった』と
いう感想があり、満足度の高い結果が得られました。
今後もエイズワーキンググループの活動を通して、
患者さんにより良い看護が提供できるよう、啓発活
動を行っていきたいと考えています。

漢方診療センター　鍼灸師　永友　佑夏
　昨年度のエイズ学会に現地参加しました。医療従事者は勿論、エイズコミュニティセ
ンターやセックスワーカー・セクシャルマイノリティへのサポート団体等、様々なジャン
ルの方々が所属しているので、シンポジウムでは多角的な視点の意見を拝聴し、知識
の大幅なアップデートをすることが出来ました。また今年度も現地参加したいです。

エイズワーキンググループ活動のご報告エイズワーキンググループ活動のご報告
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　日々、HIV/AIDSに関する最新情報をもとに知識を深め、看護実践能
力を高めることを目的に活動をしています。
　院内で一緒に活動できる新しいメンバーを随時募集していますので、
興味のある方は是非一度、定例会を覗きにいらっしゃいませんか？
〈定例会〉日付：6月・9月・12月・2月の第2木曜日
　　　　 時間：17：30～18：30
　　　　 場所：9階西病棟カンファレンスルーム
　　　　 問合先：9階西病棟　内線5510

エイズワーキングのご紹介
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学会参加報告
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エイズ医療対策室　看護師　後　藤　志　保

令和6年度　中国・四国ブロック
エイズ治療ブロック/中核拠点病院等看護担当者会議開催報告

令和6年度　中国・四国ブロック
エイズ治療ブロック/中核拠点病院等看護担当者会議開催報告

　遅くなりましたが、ご報告させていただきます！
　令和6年10月26日に掲題会議を開催いたしまし
た。令和6年度は、主担当施設が島根大学医学部附
属病院、副担当施設を愛媛大学医学部附属病院が担
い、中四国ブロック内のブロック/中核拠点病院の
全14施設中、13施設の31名の参加となりました。
昨年に続き、参加者の希望からWEB開催となりま
した。本会議は、コロナ以前は現地開催で行ってい
ましたが、WEB開催の方が参加しやすいという声
が多く、今後もWEB開催となりそうです。昨年度
までは午前中だけの会議でしたが、それでは具体的
な患者さんの対応まで共有する時間が無かったた
め、今年度は思い切って午後に事例検討・症例報告
を行い、1日を通した会議へと変更しました！
　ゲストコメンテーターは、国立国際医療研究セン
ター病院（ACC）の副支援調整職・HIVコーディネー
ターナースの杉野さんにご参加いただくことができ、
参加者から積極的に事例、症例の提供がみられまし
た。結果として、事例検討1症例、症例報告4症例

と盛りだくさんの内容で、検討テーマは「在宅療養
支援」、「受診中断への支援」、「治療支援」としました。
　参加者の皆様のアンケートでは「具体的な対応に
ついて意見が聞くことができた」、「自施設では未経
験の症例や対応について、知ることができ勉強に
なった」、「今後同じような事例があった時に、自施
設での看護に活用できる」、「同じような悩みを抱え
て患者に接していることがわかった」などの意見を
いただき、とても満足度の高い会議でした。また、「ゲ
ストコメンテーターの杉野さんには、個々の症例に
対してとても適格なアドバイスをいただき学びが深
まった」という声も多くあったのが印象的でした。
　この度の会議は、参加者の皆様から日々の患者さ
んとの関わりに難しさを感じつつも、何かできる支
援をしていきたいという、熱い思いを感じる会議と
なりました。参加者のほぼ全員が、来年も事例検討
を希望されていたため、令和7年度もぜひ会議の中
に事例検討・症例報告を組み込み、日々の看護を共
有していきたいです。

　この度、中四国エイズセンターで活躍中の鳩のキャ
ラクター「ACTくん」がインスタグラムを開設いた
しました。このインスタグラムアカウントでは、HIV
を直接診療していない機関に向けて、基礎知識や研
修情報を発信していきます。投稿を見た方の知識が
アップデートされ、陽性者の方々の心理的負担が少
しでも軽くなるように願いを込め運用しています。
ACTくんの日常も投稿していくので、どなたでもぜ
ひお気軽に覗いてみてください。

インスタグラムを始めました！インスタグラムを始めました！
エイズ医療対策室ソーシャルワーカー　浦　島　藍　子

ACT（アクト）くん
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　広島大学病院のHIV診療チームは、医師（血液内
科・総合診療科・感染症科・歯科）・看護師・薬剤師・
歯科衛生士・心理師・ソーシャルワーカー等で構成
された、HIV感染症患者さんのための支援チームで
す。
　毎月第2・4火曜日の15：30～ 16：15に、多
職種が参加して『HIV診療スタッフミーティング』
を開催しています。身体的、心理的、そして社会的
な問題を抱える患者さんの現状を共有し、今後の支
援方法を皆で検討しています。長年の治療実績と支
援実績、そして積み重ねてきたチーム力が自慢で
す‼

HIV診療スタッフミーティングチームのご紹介HIV診療スタッフミーティングチームのご紹介

Ⅰ外来　看護師長　板　谷　恵　美
　2025年4月より、Ⅰ外来に着任いたしました。HIV診療に携わるのは
初めての経験ですが、患者様一人ひとりに寄り添い、安心して相談して
いただける環境づくり、そしてスタッフの皆様と連携しHIV診療の発展
に全力を尽くしてまいります。
　まだまだ勉強中ではございますが、何卒温かいご指導、ご支援を賜り
ますようお願い申し上げます。

新加入メンバーのご紹介
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